
第１回
天草市上下水道事業運営審議会

～天草市における下水道事業の現状～
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天草市水道局下水道課・経営管理課
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１．下水道事業について
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・地域の特性によりさまざまな下水道があります。

区分 地域・計画人口等 法律 所管省庁

公共下水道
主として市街地
計画人口に制限なし

下水道法
水質汚濁防止法

国土交通省

特定環境保全
公共下水道

非市街地
計画人口1,000～10,000人

下水道法
水質汚濁防止法

国土交通省

漁業集落排水
漁港背後の漁業集落
計画人口100～5,000人

浄化槽法
水質汚濁防止法

農林水産省

農業集落排水
農業振興地域内
計画規模 概ね20戸以上、
1,000人未満

浄化槽法
水質汚濁防止法

農林水産省
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２．天草市の下水道事業の沿革について

◎平成18年、市町合併に伴い旧市町から引き継ぎ、４つの特

別会計で運営開始 （公共下水道事業・特定環境保全公共

下水道事業・漁業集落排水事業・農業集落排水事業）

◎平成28年度、４つの特別会計を統合し、下水道事業会計

として公営企業会計で経営を開始。
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３．下水道施設の概要
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・汚水は、家庭などの「排水口」から排出され、「排水管」、「汚水ます」を経由し「下

水道管」に流れ、汚水処理場まで運ばれます。



３．下水道施設の概要
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・汚水処理場では、下図の各工程（左→右）で処理を進め、きれいにした水を海や

川に放流します。
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一町田特環施設

３．下水道施設の概要

●処理区域内水洗化
率 90.5％

●管路延長 419㎞
（汚水 269㎞）
（雨水 150㎞）

・天草市には、次の１２の汚水処理

施設があります。

(公共下水道施設) 供用開始

本渡浄化センター S53

(特定環境保全公共下水道施設) 供用開始

下田浄化センター H13

高浜浄化センター H23

一町田浄化センター H13

(漁業集落排水処理施設) 供用開始

佐伊津浄化センター H21

本郷(御所浦)排水処理施設 S59

宮田浄化センター H12

通詞島排水処理施設 H14

﨑津浄化センター H16

船津(宮野河内)排水処理施設 H20

(農業集落排水処理施設) 供用開始

棚底地区排水処理施設 H10

新町(倉岳町浦)排水処理施設 H18



３．下水道施設の概要
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汚水処理施設の写真

汚水処理の各槽

曝気ブロワー

汚泥脱水設備



３．下水道施設の概要
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・下水道には、浸水の恐れのある区域の雨水を排除する役割もあります。

雨水ポンプ
で強制排水



３．下水道施設の概要
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・天草市には、９カ所の雨水ポンプ場があります。

処理区域 雨水ポンプ場 排水能力 排水機器

本渡・公共下水道

今釜新町ポンプ場 53,100㎥/h エンジンポンプ３台、電動ポンプ２台

浄南雨水ポンプ場 21,600㎥/h エンジンポンプ４台

広瀬雨水ポンプ場 5,040㎥/h エンジンポンプ２台

浜田雨水ポンプ場 20,280㎥/h エンジンポンプ３台、電動ポンプ２台

大川尻雨水ポンプ場 3,360㎥/h エンジンポンプ２台

瀬戸雨水ポンプ場 7,740㎥/h エンジンポンプ３台

佐伊津・漁集処理区 佐伊津雨水ポンプ場 6,480㎥/h 電動ポンプ２台

浜洲雨水ポンプ場 738㎥/h 電動ポンプ２台

一町田・特環処理区 一町田雨水ポンプ場 10,512㎥/h エンジンポンプ２台、電動ポンプ２台



３．下水道施設の概要
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雨水ポンプ場の写真

エンジンポンプ

雨水沈砂池・異物除去スクリーン
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４．水洗化人口・水量実績
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・平成26年度をピークに水洗化人口が減少、これに伴い、有収水量も減少

している。

有収水量：料金収入の対象となった水量

有収水量最大

H25) 3,247,524

有収水量現在
R4) 3,025,407

水洗化人口最大

H26) 30,978
水洗化人口現在

R4) 29,950
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水洗化人口及び有収水量

有収水量(㎥) 水洗化人口(人)



４．水洗化人口・水量実績
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H27.10 料金改定

使用料最大

H29) 595,032
使用料現在

R4) 569,660
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H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04

下水道使用料及び有収水量

有収水量(㎥) 下水道使用料(千円)
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５．財政状況
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・「収入」が「支出」を上回っているが、純利益は減少傾向。

「支出」より「収入」の減少率が大きくなっている。

収益的収支の推移

1,916,411
1,869,761 1,910,733 1,875,336 1,830,123 1,809,298

1,772,183 1,723,779 1,739,623 1,746,031 1,711,351 1,689,188

144,228 145,982 171,110 129,305 118,772 120,110
0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

H29 H30 R01 R02 R03 R04

収益的収入(千円) 収益的支出(千円) 純利益(千円)

収益的収入 H29とR4の差 ▲107,113 （減少率 5.6％）

収益的支出 H29とR4の差 ▲82,995 （減少率 4.7％）



５．財政状況

19

・企業債残高は年々減少し、資金残高は増加傾向だが、企業債残高の１割ほどし

か確保できていない。

企業債残高と資金残高の推移

7,405,285
7,079,418

6,661,616

6,169,0…
5,633,067

5,334,808

264,210 378,096 272,504 309,490 429,821 605,510

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

H29 H30 R01 R02 R03 R04

企業債残高(千円) 資金残高(千円)
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６．下水道使用料
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・基本料金と従量料金
・水量により単価が増加する逓増型
・一般用と公衆浴場用がある

現行の下水道使用料金表

従量料金

水 量
1㎥以上
8㎥以下

9㎥以上
30㎥以下

31㎥以上
50㎥以下

51㎥以上
100㎥以下

101㎥以上

料 金 3５円 185円 195円 ２10円 230円

公衆浴場用

基本料金 従量料金

900円 20円

一般用

基本料金
（基本水量なし）

900円



６．下水道使用料
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・県内各市の下水道使用料の平均を上回っており、上位4番目。

20㎥使用時の比較（決算状況調査（令和４年3月31日現在）」より抜粋）
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７．将来の動向
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・水洗化人口、有収水量ともに減少し続ける見込み

水洗化人口と有収水量の予測（天草市下水道事業経営戦略）

30,715人
29,950人

26,065人

3,166千㎥

3,025千㎥

2,658千㎥

2,000千㎥

3,000千㎥

20,000人

30,000人

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

水洗化人口 有収水量

Ｒ４実績とＲ１４見込を比較
水洗化人口 ▲3,885人（13.0％）
有収水量 ▲367,000㎥（▲12.1％）



７．将来の動向
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・企業債残高は減少し、資金残高は増減しながら、少しずつ増えていく見込み。

企業債残高と資金残高の試算結果

-500,000千円

500,000千円

1,500,000千円

2,500,000千円

3,500,000千円

4,500,000千円

5,500,000千円

6,500,000千円

7,500,000千円

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

企業債残高 資金残高



７．将来の動向
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使用料収入など

維持費用など

使用料収入など

維持費用など

現 在

将 来

使用料収入は減少するが、、必要
な維持費用は、削減が難しい。

■このままでは、収益的収支が赤字になり、事業の運営がなりたたない。
■いかにして事業持続性を確保するのかが今後の課題



７．将来の動向
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・人口の減少により、上下水道施設を支える人が減っていく

これまでは・・・ いまは・・・
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８．まとめ
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【現状と課題】
①施設の老朽化の進行
②施設の耐震化の取り組み促進
③水洗化人口の減少
④下水道事業経営の健全性及び持続性

これらの課題を解決し、将来にわたり下水道処理施設を使い続けていくため、
事業の基盤強化を図ることが重要。

下水道事業基盤強化に係る事業の取り組みを進めています。

１．長寿命化計画に基づく老朽施設の更新工事

２．包括的業務委託などによる維持管理経費削減

３．広域化・共同化による施設の有効活用

４．収支のバランスを図り経営の安定化

そこで!


